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登録リスト（該当：11件）
  ≪  1  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 北向観音堂]	北向観音堂	平安時代初期に比叡山延暦寺座主慈覚大師円仁が開いた
霊場。北向きの本堂(本所は千手観音菩離像）は全国でも珍しく、南向きの善光寺本堂と相対しているとされる。「極楽往生」を願う善光寺と「両参り」し、ここで「現世利益」を祈ることで、より御利益があるとされる。かつて参道脇に長楽寺（常楽寺、交楽寺とともに天台宗の「別所三楽寺」のひとつ）があったが、現在は常楽寺を本坊とする。昭和36(1961)年に善光寺本堂と同じく、「撞木造り」の建物として増改築された。なお、手水舎には境内から湧出している温泉が使われている。
北向観音は『「極楽往生」を願う善光寺と「両参り」』というのをキーワードに、観光業に活かせると感じた。北向観音は、実際に自分で現地に行かないと感じないようなパワーがあると私は考えている。よって	2024-02-13
	2	[image: 常楽寺]	常楽寺	常楽寺は、北向観音堂が建設された、天長２年(８２５年)、三楽寺の一つとして、建設された。北向観音の本坊であり、ご本尊は、「妙観察智弥陀如来」で全国的にも珍しい阿弥陀様である。
急斜面の階段を上り、入山料の１００円を払うと、本堂が見えてくる。階段を上るのが大変な人用にスロープも用意されていることや看板がたくさん設置されていて、スマホがなくても、常楽寺までの道のりが分かりやすかった。	2024-01-30
	3	[image: 山本宣治記念碑]	山本宣治記念碑	安楽寺から、北向観音堂に向かう途中にあった山本宣治の記念碑。
そこには３つ石碑があり、一つには人間を信じる心と彫られていた。
その言葉は上田自由大学の講師であった、タカクラテルが残したものであった。彼はかつて、農民運動・民主主義と社会進歩の運動に指導的役割を果たしていたという。別所三楽寺に訪れた時には、この記念碑に立ち止まってみてほしい。	2022-10-30
	4	[image: 北向観音堂]	北向観音堂	別所温泉にある北向観音堂に訪れた。
常楽寺、安楽寺に比べて、多くの人が訪れていた。
入り口までには、出店が立ち並び、厄除まんじゅうというご当地のお土産が多く売られていた。赤い傘の下に椅子が置いてあり、目を引かれた。
本堂の前ではお経を読んでいる人達がいた。おみくじも引ける北向観音堂にぜひ一度訪れてみてほしい。	2022-10-30
	5	[image: 安楽寺]	安楽寺	別所温泉駅から徒歩10分程度のところにある安楽寺に訪れた。
鎌倉時代中期には鎌倉北条氏の外護により禅寺として栄えた曹洞宗のお寺。門までの杉並木に圧倒されたと同時に、二つの池もまた風情を感じた。常楽寺に続き、別所三楽寺の一つである安楽寺にもぜひ訪れてほしい。	2022-10-30
	6	[image: 常楽寺]	常楽寺	別所温泉駅から、徒歩5分程度のところにある上田市の指定文化財である常楽寺に行ってきた。茅葺き屋根が特徴的で、常楽寺に向かうまでの石階段がかなり、足腰にきた。門構えも立派で引き込まれた。別所三楽寺の一つとして多くの信仰をあつめている常楽寺にぜひ一度訪れてみてほしい。	2022-10-30
	7	[image: 常楽寺]	常楽寺	常楽寺は、先ほど紹介した北向観音をお護りする本坊。別所三楽寺(長楽・安楽・常楽)の一つとして建立された。また隣接する常楽寺美術館には寺宝や北向観音に奉納された絵馬等が収蔵・陳列されている。
本堂裏には、北向観世音様が出没したとされる石造多宝塔がある。こちらはとても神秘的な雰囲気且つ自然豊かな場用であり、どこかジブリのワンシーンを醸し出しているように思え、感動した。	2021-11-14
	8	[image: 北向観音堂]	北向観音堂	北向観音堂は、平安時代初期の天長2年（825年）、比叡山延暦寺座主の慈覚大師円仁により開創された霊場です。
安和2年（969年）、平維茂は一山を修理し、三楽寺、四院、六十坊を増築したと伝えられている。北向観音様は北向に建立され 千手観音様を御本尊として現世利益の願いが込められている。
また、北向観音堂の周りにはお店がたち並んでいて、北向観音堂だけではなく周りのお店でも楽しめるものになっている。	2021-07-23
	9	[image: 天台宗別格本山　北向観音]	天台宗別格本山　北向観音	北向観音堂は、平安時代初期の天長2年（825年）、比叡山延暦寺座主の慈覚大師円仁により開創された霊場です。安和2年（969年）、平維茂は一山を修理し、三楽寺、四院、六十坊を増築したと伝えられています。寿永元年（1182年）には源平争乱の中、木曾義仲の手により八角三重塔と石造多宝塔を残して全て焼失してしまいますが、源頼朝の命のもと伽藍復興がおこなわれ、建長4年（1252年）、塩田陸奥守北条国時により再興されました。堂が北に向いているのは、わが国でもほとんど例がありません。

選んだ理由としては北向観音堂は全国的に珍しい建物で面白さがあると思ったからです。	2020-08-06
	10	[image: 安楽寺]	安楽寺	曹洞宗の寺院である安楽寺
国宝の八角三重塔があり長野県で最古の禅寺
豊かな森林に囲まれてとても美しい場所です
本堂に向かって伸びている石段がとてもきれいで印象的でした
本堂もとてもきれいで、中には吊るし雛が飾ってありました
八角三重塔まで階段が長くたいへんな道のりですが、頑張ってのぼる価値があります	2020-05-25
	11	[image: 常楽寺]	常楽寺	別所温泉駅から徒歩で行ける常楽寺
美術館や国重要文化財の石造多宝塔があります
御朱印も書いてもらえます
三楽寺の一つとして建てられました
茅葺の屋根が最初に目に入ります
御舟の松という大きな松の木も印象的でした	2020-05-25
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